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想が得られるようになってきました。身近な人が働いている
記事を読むことで、知らなかった仕事に興味を持ち「働くた
めにはどんなことが必要なのか」を考えるきっかけになって
いることを実感します。これまでに学生と企業のご縁をつな
いだ実績は、まだ 5 名くらいですが、インターンシップに行っ
た職場で関係性ができて就職した学生、経営者さんと社員さ
んを学校に招いた社会人講話をきっかけに興味を持ち、就職
に至った学生などが出てきています。

「尊敬できる大人がいる職場」
を選択基準に
創業者が石川県に戻るため、

神奈川での事業を続けていくに
あたり、今までキャリア教育で
関わった学生や学校、企業との
つながりをさらに強化して仲介
役になりたい。そんな思いから
所長を引き継ぎました。さくら
ノートの制作、キャリア教育の
講演事業企画など一手に担うこ
とになり、正直、不安なことも
ありましたが、健全な職業観を育成しようと一緒に動いてく
れる人たち、地元で働く担い手を増やそうと地域貢献を進ん
で行ってくれる企業に後押しされています。さくらノートは協
賛企業の賛助制度により、無料で横浜、川崎、横須賀、相模原、
町田エリアの中学校・高校・大学など約 410 校、約 65,000
部配布しています。

私自身、さくらノートの取材や協賛企業との出会いを通じ
て魅力的な方にたくさん出会えました。この人たちと働きた
いと思う職場もたくさんあります。もし高校時代にキャリア教
育の授業があり、さくらノートを手に取ることが出来たら、名
前の知られている企業に就職すれば安泰という考えではなく、
どんな人が働いているのか、どうやって仕事を覚えていくの
か、困ったら誰に相談すればよいか、と働く自分をイメージ
しながら就職活動ができただろうと思います。学生や先生か
ら相談の連絡がくるたびに「これからも続けていきたい」そ
う思えるのです。

子ども同士の交流

家族対応

相談

ネットワーク・協働

支援者との交流

就労支援

生活支援

学習支援

所在地：川崎市高津区坂戸 3-2-1　KSP 西棟 4 階 NEO-S4 号室
活動日：月曜～金曜　9:00 ～ 18:30（祝祭日除く）
WEB：http://www.sakuranote.jp/
TEL：044-281-0833

横須賀市生まれ。高校卒業後に大手企業に就職。社会人学生として経
営を学んだ後、教育関係の仕事に転職。社会人10年目に身体に異変を
きたし、うつ状態やひきこもりを経験。再起のきっかけは祖母の介護。
高卒者、再チャレンジ者に対する就職情報、知識、インターンシップな
どが少ないと痛感。さくらノートと出会い、現在に至る。

大人になることに魅力を感じない時代を心配して
創業者が株式会社さくらノートを設立した背景には、近年、

大人への尊敬や憧れの気持ちが芽生えないニュースが多い
こと、地域に根付いていた昔とは違い、「仕事・働くという事」
が身近でなくなったこと、そして、教員は日々の授業や生徒
指導に追われ、充分なキャリア教育のプログラムの展開が
難しく、試行錯誤を続けていたことなど、子ども・若者を取
り巻く環境の変化がありました。ならば地域で働く人々、が
んばっている大人を知ることができる教科書、体験をつくろ
う。それがさくらノート創刊や学校でのキャリア教育、地元
の職場へのインターンシップコーディネートのはじまりだっ
たそうです。
 

先輩の働く姿を見つけ「かっこいい！」
中・高校から、キャリア教育の講師依頼を受け、授業をす

ることもあります。「どんな職業があるか知っている？」と尋
ねると、挙がってくるのは「消防士」「アナウンサー」「パイロッ
ト」と漫画やドラマになるような職業。分かりやすい、華やか、
という職業ばかりでは現実味が薄い。さくらノートでは、地
元で働く、等身大の大人たちにスポットライトを当てることに
しました。『目的をもって働く大人は生き生きとして、かっこ
いい』それを伝えたかったんです。創刊した当時、たくさん
の子どもたちに読んでもらうには学校で配るのが確実だと考
えました。サンプルを持って各学校の校長を訪ねると、「こう
いった冊子がほしかった！」と口々に言ってもらえました。

取材対象者は全員、出身中学、高校を載せています。自
分たちの先輩を見つけると「あ！うちの学校の先輩だ」「こう
いう仕事が地元にあると知って興味が沸いた」と、率直な感

杉野　瞳さん （37 歳）

活動の自己評価

key personさくらノート
川崎市高津区11
がんばっている大人がいることを子どもたちに

株式会社 さくらノート 神奈川エリア　所長
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